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＜研究の概要＞
１ 国際安全保障： 戦争や民族紛争、また紛争地で残虐行為が
起きる要因と構造、そして、そうした状況に対する対処、和平に転
換する平和構築の方策などを研究している。とくに、国家内で起き
る大規模で深刻な人道危機に対して、国連や他国が強制的に武
力介入して市民を保護する人道的介入について、継続的に研究
している。
２ 日本の安全保障： 冷戦終結後、日本の平和と安全をめぐる
問題も変質した。湾岸戦争の混乱や国連ＰＫＯへの参加、日米同
盟の変容、テロの拡散、中国や北朝鮮の「脅威」などが問題にな
る中、安倍政権下では安保法制に代表されるように、軍事力優
先・日米同盟強化の方針がとられている。こうした政策が日本の
平和に有益なのか、多面的に研究している。
３ ジャーナリズムと民主主義： 日本の報道の自由度ランキング
が近年急落しているように（2017年は世界72位＝「国境なき記者
団」発表）、政府によるメディア介入や報道機関の萎縮が問題視さ
れている。新聞記者の経験も踏まえながら、民主主義にとって不
可欠な報道の自由、ジャーナリズムの問題を研究している。
４ 国際協力： 紛争や貧困で苦悩する人々が後を絶たない国際
社会において、NGOや国連、政府機関、企業などがどのような支
援・協力ができるか、実践的な観点から研究している。
５ 教育と政治： 18歳選挙権の導入をきっかけに主権者教育が
広がっているが、民主主義、立憲主義、平和主義などを教える学
校教育・市民教育には課題が多い。政治を教える上での本質的
な要諦は何か、研究している。
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